
豊田市は大手自動車メーカートヨタの本

社が存在する。 近年では自動運転の導

入、 ドローン事業に 3 億 9400 万ドル出

資するなど新たなモビリティの可能性が期

待される。 また豊田市内ではゆっくり走る

自動運転バスのサービス実証実験、 名

古屋市ではリニア中央新幹線の開通と

いった公共インフラの新しい時代に差し掛

かっている。
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　 　  - 都 市 の 風 景 を 編 む -
 廃線空間の緑化による地上空間の再編

　　　　　　　　　　　戦後急速に発達した公共インフラはその機能性とともに住環境や生態系に大きな弊害をもたらした

本提案では、機能性を追い求めて生まれた公共インフラ空間を緑地へと変換することで地上を生物と人間が共存できる空間へ再編

　　　　自然と共存していく中で人間が自然を享受しながらも、環境に配慮したサスティナブルな暮らし方を考える

. 敷地02
02-a: 愛知県豊田市

敷地は名古屋市のベットタウンで多くの住宅が立ち並ぶ愛知県豊田市の猿投駅とその先の廃

線になった市街地の中を通る線路空間。 猿投駅から碧南市の碧南駅までを結ぶ名古屋鉄道

の鉄道路線である名鉄三河線は、 知立駅を境に山線と海線に分かれており廃線前は約 65km

あった。 しかし 2004 年 4 月 1 日に人口減少や電車の設備 ・ 整備コストが高額であることによ

る維持困難により両端の一部を廃線、 全長 39.8km にまで縮小した。

市街地の地面はアスファルトで覆われているため、 人工環境を可視

化させる自然との物理的距離が遠いことからサスティナブルな暮らし

への意識が薄くなっている。 そこで自然と隣り合わせで、 お互いに

利益を与え合いながら生活することで、 環境に配慮したサスティナブ

ルな暮らしへの意識を高めていく。

緑地の保全
節水

生態系保全

温暖化防止

CO2 排出削減

資源の有効活用

家庭やカフェから出た生ごみを温室に集め、 生ごみを堆肥化し温室で食物を栽

培する。 その際に発生する発酵熱は施設全体を温室に保つ。 温室内で栽培

された食物は再び家庭やカフェで消費される。

農地での栽培が少ない
冬季に温室農園により一
年を通して供給が可能に

今までスーパーで買ったことの
なかった野菜が温室農園に
よって食べれるようになりゴミの
分別 ・ 処理への意識を向上
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カフェ

家庭

家庭

家庭から出る一般廃棄物
年間約 5000 万トン

- 猿投駅がある井上町 -

・ 人　 口…6681 人
・ 世帯数…核家族 :1615
　　　　　　夫婦 :454
　　　　　　単独 :198　　　　計 :2267

生ごみ
年間約 2000 万トン

線路と住宅の間にある既存の排水溝の U 字溝を取り外し、 拡張す

る。 水は廃線跡を北上した先で交わる御船川から引き込む計画を

する。 U 字溝は砕きポーラスコンクリートとして再利用し生物の住み

やすい環境を形成する。 また線路と住宅を隔てていたフェンスと拡

張したことで得られる線路空間のバラスト ( レール及び枕木周辺の

砂利 ) を使い蛇籠を作成、 水質浄化と生物の住処を形成する。

拡張した河川は蛇行させ流れに緩急を

つくり生物の住処を形成する。 線路空

間緑化により発生するプライバシー問題

を用水路の拡張によりあいまいな境界を

つくる。 用水路は身近な親水空間とな

り、 住民の新たなアクティビティを生む。

廃線空間を緑地帯として再編することで、 今

まで分断されていた緑地 ・ 住宅は適度な距離

感を保ちながら一体的につながれ生態系の連

続性を保つことができる。 公共インフラ空間の

再編はサスティナブルな取り組みにおけるプロト

タイプとなり、 地上に人間と生き物の共存でき

る空間を生むことができるだろう。

. 社会背景01
01-a. インフラによる人と生き物の分断

我が国では、 戦後急速な経済発展を遂げる中で、 人口増加や電

力需要に伴いインフラ整備が急速に推進された。 しかしその一方で公

共インフラは人間の住環境のみならず生態系にも悪影響を及ぼした。

地方の鉄道が近年次々と廃止されており、 増加傾向にあるが、 地方
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の中小の鉄道会社に限った話ではない。 近年は都市の外縁部に位置

する大手鉄道会社の路線も廃線に追いやられている。 路線廃線には

不況や少子高齢化、 自動車の増加によるものが大きいとされているが、

それに加え鉄道事業法の改正が拍車を欠けているものと考えられる。

01-b. 公共インフラの法改正

2022 年 12 月には、 航空法改正により市街地上空での操縦者

が目視できない距離でのドローン飛行が可能になったことにより、

配送の事業化が期待される。 しかしその一方で、 落ちてしまった

場合の責任 ・ 賠償の問題も考える必要がある。

市街地に落下！

赤字区間 2004 年　廃線

2004 年に廃線されて以降、 猿投駅 - 西中金駅間では線路空間を

活用しようと様々な試みをしているが、 有効的な活用には至っておらず

街の雰囲気は暗い印象がある。 中には、 そのまま放置され雑草が生

い茂り、 街を大きく分断しているだけの存在となっていたり、 レールを活

用しよとしたのか、 手製のトロッコが残っている。

猿投駅 - 梅坪駅間は現在赤字
路線であり、 愛知環状鉄道と並
走しているため、 この区間は廃
線になる可能性が非常に高い。

2004 年に猿投駅 - 西中金駅間
が廃線
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02-b. ヒートアイランド現象

02-c. 農地の減少

02-d. 公共インフラの転換期

03-f. 生ごみのコンポスト化 03-h. 広がる緑地

03-g. 雨水の活用

敷地周辺には特定生産緑地

農林・森林の推移

森林

農地

宅地

がいくつか

存在するが 2022 年の生産緑地法改正に

より、 生態系保全や緑地としての農地が

減少し更なる宅地化が予想される。

豊田市は著しい宅地開発や工業用地の造成、 緑地の減少によりヒートアイランド現象が顕在

化し、 問題となっている。 地表面は大部分がアスファルトやコンクリート等におおわれているた

め日射による熱の蓄積が多い。 また豊田市は盆地底に位置しているため熱がこもりやすい構

造となっている。 特に市街化された名鉄三河線沿いで顕著にみられる。

. 提案 / 緑化計画03
03-a. インフラ空間の再編

住宅は電車の騒音や危険性により線路空間

に対して背を向けてきた。 そこで廃線になった

線路空間を人と生物が共存できる緑地空間に

再編する。

月日がたち四季を経験していく中で緑地がもた

らす治水 ・ 避暑 ・ 癒し効果に気づき、 少しづ

つ自然を意識した生活 ( 散歩 ・ ペット ・ 庭いじ

り ) を始める。 こうした中で緑地は彼らにとって

無くてはならない、 という認識が生まれ各々が

環境に配慮した暮らし ( 節水 ・ 生ごみ処理 ・

地産地消 ) を始める。

数十年後、 街では地域特有のサスティナブル

な暮らしが営まれる。

豊
田
市
駅

猿
投
駅

三
河
広
瀬
駅

枝
下
駅

三
河
御
船
駅

平
戸
駅

越
戸
駅

梅
坪
駅

西
中
金
駅

03-c. 生き物の住処形成操作03-b. サスティナブルな暮らしへ

03-e. 緑地と暮らしの水

フェンス

U 字溝骨材

拡張

バラスト

拡張

蛇籠 鉢底石

猿投駅に隣接する検車区をリノベーションした温室植物園 ( 生ごみの発酵熱と貯水槽にためた雨水を散水する ) 猿投駅のホームを、 周辺の特定生産緑地で収穫された食材の直売所、 食材を使ったカフェにリノベーションし地産地消を行う。

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

緑化計画を行うに当たって、 植栽する植物は豊田市に生息する植物を調査し配置することで系統保全する。

また魅力ある緑地を形成するために計画的な開花リレーさせる植栽を行う。 樹木は落葉樹を配置することで葉

が落ち、 腐葉土が堆肥し植物が生息できる空間へ月日が経つにつれ再生されていく。

植栽された植物が根を伸ばし、 住宅の敷地にまで侵入しか

えって害を及ぼしかねない。 そこで植栽する植物の中で中高

木の植物を鉢に入れそのまま地面に埋めることで植物の爆

発的な成長を抑え、 適度な大きさを保つ。

水路を流れる川の水を生活用水の一部として利用することで環境

に配慮した水利用を意識させるとともに住民の水道代の節約に貢

献し、 環境にもお財布にも優しいサスティナブルな仕組みとなる。

腐葉土として堆肥

植物が目を出す

スハマソウ
クリンソウ
モモイロキランソウ
フクジュソウ
エビネ
ヒトツバタゴ
エンコウソウ
トキソウ
ヒメミクリ
カザグルマ
イシモチソウ
シラヒゲソウ
シシタマホシクサ
サギソウ
フジバカマ
ヒロハアマナ
キンモクセイ ( 常緑樹 )
ハマメリス ( 落葉樹 )
ハンノキ ( 落葉樹 )
シマトネリコ ( 常緑樹 )

03-d. 植栽計画

豊田市に生息する植物、 今も線路脇に生
息している植物を中心に植栽し系統保全する

微傾斜による土壌流出 ・ 雑草を
グラウンドカバープランツにより防止

1 家庭 (4 人 )
1kg/1 日

水路を流れる水を生活用水の一
部として利用することで水道代を

節約できる

緑地と住宅が水を共有するこ
とで環境に配慮した暮らしを意

識が生まれる
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小石の除去

バクテリアにより有害
物質の無害化
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雨水を地下の貯水槽に貯め、 温室
に農業用スプリンクラーで散水する

市街地は地表の大部分がアスファルトやコ

ンクリート等の人工被覆域であるため、 雨

天時は降った雨がそのままこの緑地 ( 緑地

内水路 ) へ流れ込む可能性が高い。 し

かし、 この緑地だけでは雨の浸透機能を

担うことはできない。 そこで雨水を貯水槽に

貯め、 晴天時に散水したり生活用水の一

部として有効活用することは、 市街地にお

いて節水はもちろん治水にもつながる。

化学ろ過
ろ材 : 活性炭

スプリンクラー詳細図

落葉樹

生ごみの
コンポスト

水質浄化
地産地消

Y 字型断面形状を持つ屋根のくぼんだ
中央に雨水が集まり貯水槽へ流れる

貯水槽

貯水された雨水はトロッコ
型散水車に移され緑地
の散水へ向かう

直売所断面図
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温室断面図

既存レールを使ったアクティビティ

廃線空間をリノベーションしていく上で既存レールを残しておく。 線路空間を緑地にすることでこれから新たな風景が住民

によってつくられていく。 その一方で線路があり電車がここを走っていたという歴史 ・ 風景を完全になくしてしまうのではなく、

魅力的なモノとしてこれからも使っていく方法として移動式の遊具やマルシェ ・ カフェ等を考える。

愛知工業大学 ( 応用科学科 )
愛知県立加茂ヶ丘高等学校 ( 自然科学コース )
愛知県立猿投農林高等学校 ( 農業科 )
愛知県立猿投農林高等学校 ( 環境デザイン科 )

ドローン荷物運搬倉庫

線路が廃線になったことにより買い物に行く手段

が減る。 しかし、 線路空間を緑化することで、

唯一市街地で連続して開けた空をもつ線路空間

は、 ドローンの運搬経路として活用でき、 地上

は生物の住処として再編することが可能となる。

環境研究教育機関

市街化した街で生態系を保全していくためにはどうすればよいか、 また豊

田市で絶滅危惧種に指定されている植物、 生物の研究 ・ 保護を目的

とし、 地域の教育機関と連携して地域全体で守っていく。

< 豊田市として配慮したい種 >

ブナ , カッラ , スハマソウ , キバナイカリソウ , ヘビノボラズ , ムクロジ , カイ

ナンサラサドウダン , ホツツジ , シロヤシオ , イズセンリョウ , アイナイ , ムラサ

キミミカキグサ , イブキジャコウソウ , ミカエリソウ , ヤマヒョウタンボク , ハン

カイソウ , ホソバシュロソウ , イワショウブ , ウンヌケ , シロバナイカリソウ

計 20 種

緑地に人がいない夜間に

倉庫間を運搬

人々の活動する昼間は自動運転

バスにより倉庫から各家庭に配送

植物園 ・ サスティナブル農園

通常であれば二酸化炭素を排出しながら燃やされる

生ゴミを、 堆肥化することで発生する発酵熱を活用し

て温室空間をつくり、 新たに食物を栽培することで、

栽培できる量が少なくなる冬季に食料の供給を可能

にするだけでなく、 環境に優しい循環を生む。

産地直売所 ・ カフェ

周辺には特定生産緑地に指定されている農地が 5 つ

存在する。 それらは食料だけでなく生物の住処や治水

という機能としてもなくてはならない存在である。そのため、

産地直売所 ・ 地元食材使ったカフェを設け地産地消

を促すとともに、 緑地を保護していく。

遊具 マルシェ カフェ 野菜運搬 図書館

検車区 駅のホーム 住宅地

騒音

緑地の分断

排気ガス

騒音

緑地の分断

排気ガス


